青明舎　フェイスシート

　平成20年　11月24日　　担当：三浦　理見

	入　所　者
	氏　名　　庭田　るみ子　様　　　　　男・女　　　　昭和38年　11月　26日生（45歳）

	
	住　所　〒031-0841　　住所　八戸市城下4丁目22-30　さつき荘1号　　　電話　0178-44-8638

	
	病　　名
	アルコール依存症（疑）
	合　併　症
	－

（消化器内科にて検査実施するが異常なし）

	
	発症時期
	　H18年頃より（本人談）
	罹 患 期 間
	平成20年9月24日　初診

※以後通院中断

	
	入院回数
	－
	延べ入院年数
	－

	医療機関
	　日赤病院　精神科・消化器内科
	外来受診日
	　　　　　　　－

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	－
	有・無

	経済状況
	年金
	－

	
	その他
	収入…約10万円/月

	
	借金
	サラ金（青森市ライク）からの借金額…総額70万（利子込）

※現在、保証人の名義でローンを組み本人が月３万円ずつ返済している。

※現在まで13回（39万）の返済を終え、残り約1年間で返済していく予定。

	障害程度区分
	未申請

	日中活動の場
	パート（三光ストア・本八戸駅内清掃）

	住まいの場
	自宅

	利用年月日
	Ｈ20年　9月　30日
	身長
	160㎝ぐらい
	体重
	40㎏ぐらい

	最終学歴
	不明
	免許・資格
	なし

	職　歴
	期　間　　　
	場所・仕事内容
	退職理由・その他
	

	
	H13年頃～現在
	（株）三光　　三光ストア新井田店
	H19年10月までは7Hパートであったが、以降5Hへ短縮。理由については不明。13:00～18:00
	

	
	H19.11～H20.1
	パチンコ店内の清掃
	三光ストアとかけもちでパートを開始。

酒臭指摘され解雇
	

	
	H20.2～H20.4
	風呂屋の清掃
	仕事の覚えが悪いことを理由に解雇
	

	
	H20.9～現在
	本八戸駅内の清掃
	週４回（火・木・土・日）1.5H労働
	

	保　護　者
	氏　　名　　　庭田　真由美　　　　　　　様　　　　　　　続柄　　娘　　（同居　・否）

	利用目的

生活基盤の安定を図る。

	入院・治療歴

	①平成20年9月24日　  　　八戸赤十字病院精神神経科　　　アルコール依存症（疑）

②　　同　日　　　　　　　　八戸赤十字病院消化器内科　　　

	生活歴

八戸市南郷区（旧　南郷村）にて同胞4名の第2子として出生。H1年夫との間に長女を授かり26歳時に結婚。結婚当初、夫は無職であり本人が一家を養っていた。生活や養育の為、夫も仕事を始めるも身体障害を理由に定職には就かず職を転々としていた。金銭的に苦しくなると母を頼り、長女が高校卒業するまでの教育費は全て母が支払いを行っていた様子。H18年頃より経済的不安から精神安定のため飲酒を始めるも、次第に飲酒量が増えるとともに家事全般を行う事が出来なくなり、夫と度々口論となることがあった。夫への不満を解消するため、公園で知り合った男性と付き合いを始めるようになる。交際していた男性から金銭を要求されると断ることが出来ず、自身がサラ金から借金をし男性へ貢いでいた。本人から大金（50万）を受け取ると男性は行方をくらまし、その後音信不通となる。2.3ヶ所の金融機関からの借金が嵩みH19.10月自己破産手続きを実施。しかし、自己破産のためにたてた弁護料（野中法律事務所）を支払う事が出来ず未だ手続きは完了していない様子（詳細不明）。連帯保証人がいたことを理由に70万分の借金については自己破産の対象にならず、連帯保証人へ名義変更し、保証人に本人が毎月返済を行っている。H20.9月上旬に夫と別居。9月下旬には義兄夫婦と夫から離婚を迫られ判を押すが離婚は成立していない様子（詳細不明）。長女は高校卒業後から引きこもり状態となり仕事に就かず、昼夜逆転を繰り返している。H20.8月湊病院受診歴有り、病名不明（知能検査実施している様子。知能の低さを指摘された様子）のままその後通院中断。夫と別居してからは本人のパートで得た収入で生活を行っており、生活困窮状態から追いつめられH20.9.24大量服薬による自殺未遂を図り日赤病院へ救急搬送される。以後もアルコール依存は変わらず悪化を辿っている。
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【夫】別居中。一度実家（南部町）へ戻るも、最近市内にてアパート単身生活を送っているとのこと。夫自身も、家賃滞納分を返済している状況であり、本人と長女への金銭的援助について非協力的。

【長女】高校卒業後からひきこもる。数日前から失禁しているとのこと。共依存の関係であり、生活能力はない。

【父】青南病院入院中（東病棟）

【母】南郷高齢者住宅りらの家入居中。日中はクローバーズピアデイサービス利用。青南病院へは隔週で通院（11月よりヘルパー利用）。

【姉】千葉県在住。一家の金銭管理・経済援助を行い、精神的疲労が大きい。本人へも度々金銭を貸していた様子。

【妹】全般的に非協力的。日赤救急搬送の際立ち会うも、迷惑だと話し以後一切本人との関わりはない。


	氏　名
	庭田　るみ子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和38年　11月　26日生（45歳）

	長期目標（中期・短期）

	（長　期）仕事を続けながら経済基盤の安定化を図り、家族で生活していきたい。

	これまでの経過（前回評価日　年　月　日）

	【青明舎との関わり】

弟様の就労支援から生活保護受給まで支援を実施していたが、引越段階で本人が生活困窮状態であること、長姉や弟様へ金銭要求している事実が判明。長姉に事実確認を行うと、長姉から現在の本人家族の生活状況について相談がある。長姉からは遠方に住んでいること、また父・母の金銭管理の他、本人や弟様への金銭援助をこれ以上出来ないことも踏まえ、治療のための支援を青明舎へ依頼。

（H20.9.30　訪問）

H20.9.23弟様に南郷自宅までの送迎を依頼し、青南病院から処方されていた父様の眠剤を持ち帰り飲酒後大量服薬による自殺を図る。隣家住民が道路に倒れている本人を発見し日赤病院へ救急搬送され、アルコール依存症疑いとの診断を受けたとのこと。H20.9.30日赤病院PSWから情報収集し、地区担当保健師へも情報提供。同日保健師同行のもと本人宅訪問している。夫が出て行ったことで本人の収入だけで生活していかなければならず、生活困窮している様子。「死にたい」「自殺するしかない」と自殺を仄めかす。同居している長女は高校卒業後から引きこもり状態となり、昼夜逆転生活を送っている。生活能力がなく衣食住全て母親へ依存しているが、日常母との関わりはなく、自殺未遂時にも母が救急搬送された事実は知らずにいたとのこと。本人・長女への病院受診の必要性について説明するが理解得られず、職員側の説明も聞き入れず「死ぬしかない」と一方的に話している為、生活保護受給についても検討してみるよう助言している。

（H20.10.9　安否・生活状況確認）

本人宅へ電話連絡し、生活状況について確認を行う。

（H20.10.27　訪問）

弟様・包括支援センター・青明舎で本人宅訪問。自宅内は初回訪問日より室内が散らかり、全く家事を行っていない様子。また酒臭が強くビールや酎ハイの空き缶が散らかっている。長女の様子についても確認するが、１日中布団に入ったままであり、着替えがないからと半袖で過ごしている。また食事も１日に１回摂取できればよい状態とのこと。

（H20.11.7　訪問）

弟様・包括支援センター・青明舎で訪問。扶養届書への記入を依頼する。自宅へは入れられないと玄関先での面会となる。室内・本人から強い酒臭あり、本人に対して治療の必要性を再度説明。生活保護受給へ向けて生活福祉課へ相談してみることを提案し、本人も納得される。

（H20.11.8　電話連絡）

本人不在であり、長女が電話に出る。現在の生活状況と困っていることについて長女から聴取。寒い思いをして過ごしていること、食事も数日摂っていないとの話しがある。

（H20.11.10　電話連絡）

本人より生活保護受給相談に行きたいため、同行を希望。日時を指定するも聞き入れず、単独で生活福祉課へ相談に行く。生活福祉課からは現状では申請対象にならないとのことで説明を受けたと話す。

（H20.11.13　訪問）

本人と約束し、生活福祉課へ同行予定であったため訪問するが不在。

（H20.11.20　訪問）

地区担当保健師と訪問。本人所在し生活福祉課へ相談に行く事とする。また引きこもりの長女も促しにより同行。借金があるため、申請対象にならない事を説明される。青明舎からは本人・長女ともに早急に治療が必要であることを説明している。生活福祉課側からは借金について保証人と調整し借金関係の書類等を持参するよう説明有り。本人の希望ありその後保証人とアポイントを取る。

（H20.11.21　同行）

保証人と三者面談。借金については名を貸しているだけのことであり、本人からの毎月の返済がなければ困るとのことで保証人から話しがある。また、本人からこれまでの生活状況の報告や今後どのようにしていきたいのかの意志が全く見られず、本人へは協力出来ないとのこと。本人も全てを青明舎任せとし、必要な情報についても開示しないことから後々自己破産が終了していないことの事実が判明。世帯での生活保護受給は困難であることが確定したため、今後の支援方法についても再検討が必要であることを伝える。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	生活基盤調整
	※現時点で借金返済・自己破産未完了の状態での生活保護申請は困難。

· 面談を繰り返し、借金や自己破産手続きについての正確な情報を本人・家族・関係機関から収集する。

· 世帯での保護申請が不可能な場合、長女との世帯分離を検討。長女の病院受診に繋げ、治療環境調整を行いながら保護申請手続きを行う。本人・長女へも必要性についてその都度理解するまで説明を行い、同意のもと実行する。

· 支援の方向性を見いだすため、必要に応じて各関係機関でケース会議を青明舎主体で実施。機関での役割や支援体制を確認し、ネットワークの調整を行う。

· 生活状況については長姉へもその都度連絡し、情報提供を行う。
	6ヶ月

	本人・長女の受診と治療
	· 生活状況と経済状況について確認し、本人のアルコール摂取による生活上の支障（仕事・食事摂取・家事等）の事実について伝え、治療の必要性について繰り返し説明する。

· 長女の生活状況について面会時に確認。ひきこもり・失禁の他、問題行動が出現してきた場合にはすぐに把握し適当な対応が出来るようにする。

· 長女と面談実施し、長女自身の生活状況について確認。アセスメント実施し、本人との関係性についても早急に確認する。長女・本人から治療の希望や治療の必要性について了承が得られた場合、または緊急を要する場合に入院治療・通院を行うよう、並行して病院・医師との情報共有を行い治療環境の整備を行う。
	3ヶ月





母：助川節子











姉：種田鶴子








長女：庭田真由美





父：助川幸雄

















弟：助川隼人





夫：庭田勉





妹：中下田鶴子











